
№ 項 目 前制度 改正後 備考

1 対象となる大会

❖全国大会

❖九州大会

・地域予選を通過して参加する場合

・選抜により県を代表して参加する場合

❖国際大会

・国の予選会を通過して出場する場合

❖全国大会、西日本大会、九州大会

・地域予選を通過して参加する場合

・選抜により県を代表して参加する場合

・国際大会、西日本大会を追加

2
補助金額

（算出方法）

❖計算方式＝補助対象経費✕補助率✕応分率

・補助率 50％、30％

・応分率 100％～50％

❖定額方式

・ただし、補助対象経費＜定額の場合は補助対象

経費を補助金額とする。

・宿泊先や交通手段で補助金に差が出る

ことや、申請者や担当職員の事務が煩雑

であるため定額方式に変更

3 交付回数制限 ❖なし

❖同一人物に対する交付は、年度内に２回まで。

・ただし、団体の監督・コーチのみ回数制限は設

けない。

・種目により年間に開催される全国大会

の回数に差があるため回数制限を設ける

4 補助対象経費 ❖交通費、宿泊費、日当・保健管理費 ❖交通費、宿泊費
・定額方式とするため、日当・保健管理

費は削除する

5 補助対象者

❖登録選手、監督、コーチ

❖引率者

・義務教育修了前の者が出場する場合は引率者１名

分を補助。選手等の50％。

❖大会要綱等に基づき登録された選手、監督（1名

まで）、コーチ（1名まで）

❖引率者

・義務教育修了前の者が出場する場合で、監督・

コーチが引率しない場合のみ引率者１名分を補

助。選手等の50％。

・実態に合わせ、条文を明確化した

6 対象日数 ❖２日（２泊３日） ❖なし ・金額を定額方式にするため上限を撤廃


